
 

 

様式４ 

 

変更理由書 
 

（発注担当課：道路河川課） 

 

１ 工 事 名 ： 尾山台都市下水路宇都宮線軌道下耐震補強工事 

 

２ 工事場所 ： 上尾市大字瓦葺地内 

 

３ 工  種 ： 土木一式 

（建設業法上の29分類） 

 

４ 変更契約内容 

 変 更 前 変 更 後 

工 期 
令和 ７年 ９月２４日から 

令和 ８年 ３月３１日まで 

令和 ―年 ―月 ―日から 

令和 ―年 ―月 ―日まで 

契約金額 

（税込） 
６５,８９２,２００円 ７０,０４６,９００円 

工事概要 

管きょ内面被覆工 

 仕上げ 

  管口仕上げ工 2箇所 

 足場工 1式 

耐震継手設置工事 

 耐震継手 

  耐震継手材料費 23ｍ 

 

 

  継手設置工23ｍ 

 

 

既設構造物撤去復旧工 

 フェンス撤去復旧 

  金網・支柱（立入防護柵） 12ｍ 

  金網・支柱（立入防護柵）撤去 

12ｍ 

管きょ内面被覆工 

 仕上げ 

  管口仕上げ工 6箇所 

 足場工 廃止 

耐震継手設置工事 

 耐震継手 

  耐震継手材料費 11.5ｍ 

  【新規】耐震継手材料費W=450 

11.5ｍ 

  継手設置工11.5ｍ 

  【新規】継手設置工W=450  

11.5ｍ 

既設構造物撤去復旧工 

 フェンス撤去復旧 

  金網・支柱（立入防護柵） 4ｍ 

  金網・支柱（立入防護柵）撤去 

4ｍ 

管きょ洗浄工 

 管渠内清掃工 

  管渠内清掃工 

   【新規】汚泥処分 8㎥ 



 

 

５ 変更理由 

 

本工事において、下記事由により数量の増減が生じるため、変更する。 
・設計図書に脱漏があったため、耐震継手箇所において、管更生端部の管口仕上げ工4箇
所を追加する。 

・請負契約締結後の事前調査の結果、既設ボックスカルバート 1 箇所に目地ずれが確認さ

れた。そのため、当初想定していた耐震継手では幅が不足すると判明し、幅の広い製品に

変更する。 
・事前調査時に汚泥の体積が確認できたため、処分費を追加する。 
・当初設計ではフェンス撤去設置の延長を 12ｍとしていたが、一部のフェンスを残して対

応可能となったため、延長を短縮する。 
・足場を設置せずに施工が可能となったため、足場工を減とする。 
以上の結果、増額変更とする。 


